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１．目  的  

和牛の繁殖効率改善の目的で早期母子分離が提唱され、人工ほ乳による子牛育成が増加

している。しかし、和牛子牛の人工ほ乳技術は未だ不完全であり、農家段階では栄養管理

の失宜による発育不良や下痢等による損耗が多い。また、近年、子牛に給与する代用乳の

原料である脱脂粉乳の価格が高騰し、飼料費の上昇が生産農家の大きな負担となっている。

そこで、こうした飼養管理上の問題点と高コストを克服するため、和牛の人工ほ乳に適し

た新しい代用乳の開発・商品化に取り組んだ。原材料として、チーズの製造副産物であり、

免疫物質を多く含むホエーを活用し、ほ乳期の子牛の発育改善と損耗防止を目指した。  
 
２．方  法  
 新しい代用乳として、タンパク質源をホエーのみとしたもの（試作品１）および、ホエ

ーに一定比率の脱脂粉乳を混合したもの（試作品２）を開発し、和牛子牛に給与して発育

成績や糞の性状、血液中の免疫グロブリンＡ濃度などを調べた。  
 
３．成  果  
・ホエーのみをタンパク質源とする代用乳（試作品１）を開発し、和牛子牛に給与したと

ころ、従来の脱脂粉乳代用乳と同等の発育が得られることが確認されたが、試作品１を給

与した群では、独特の粘性を帯びた糞を排泄する個体が多く見られた。 
・この糞は下痢ではなく、子牛の健康状態や発育にも影響は認められなかったが、視覚的

に違和感が強いため、商品化においては解消する必要があった。 
・そこで、ホエーに一定比率の脱脂粉乳を混ぜた混合型（試作品２）を開発した結果、  
 ①従来品、試作品１と同等の発育成績が得られた（図１）。 
 ②試作品１で見られた特異な性状の糞の排泄は見られなくなった。 
 ③従来品給与群よりも糞中 IgA 濃度が高まり、免疫活性向上の可能性が示された（図２）。 
 ④原料価格の低減が可能であることが示された。 
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図 １ 和 牛 子 牛 の発 育 成 績 （体 重 ） 

図 ２ 和 牛 子 牛 の糞 中 免 疫 グロブリンＡ濃 度  




